
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 社会 むずかしい こたえ なまえ

歴史3 戦国の世から江戸時代 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 検地帳を 読もう

検地帳の 例(書かれて いる ことを わかりやすく したもの)

田の 場所 よしあし 広さ とれる 米の 量 耕す 人

村の 東 上 1反 1.5石 太助

村の 西 中 1反 1.3石 太助

川の そば 下 1反 1.1石 久作

① 表で、同じ 広さでも とれる 米の 量が ちがうのは、田の

（ よしあし ・ 耕す 人 ）に よって 決めたからです。

② 検地帳に 耕す 人の 名前を 書いた ことで、何が はっきりしましたか。 イ

ア 戦いに 出る 人 イ 年貢を おさめる 人 ウ 田を 売り買い する 人

2 刀狩の ねらい

③ 刀狩令には「取り上げた 刀や やりは、大仏を つくる くぎなどに 使う」と 書か

れて いました。秀吉の 本当の ねらいを えらびましょう。 ウ

ア 大仏を 早く 完成させる こと イ 武士の 数を へらす こと

ウ 百姓の 一揆を ふせぎ、農業に 専念させる こと

④ 「豊臣秀吉は、中国(明)を 従えようと して、2度に わたり 琉球 に 大軍を 送っ

た。」下線が 正しければ ○、ちがえば 直しましょう。 朝鮮

3 考えて 書こう 「武士は 戦い」「百姓は 農業・年貢」と 身分が 分かれた ことが 書けて ○

⑤ 検地と 刀狩が 行われた ことで、武士と 百姓の 身分は どう 変わりましたか。

(例)百姓は 武器を もてず、田畑を 耕して 年貢を おさめる 身分に、武士は 城下町

に 住んで 戦う 身分に はっきり 分かれた。
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